
会長挨拶
「京都府」

　　　　　　　　　野崎喜一郎 会長
　相変わらずコロナ感染者が減らないの
で今回も変則的な例会となることを、皆
様にお詫びいたします。
　15年ほど前、大学ヨット部OB会が京都
市で開催されました。京都駅に各自集合
です。駅から清水寺に向かいました。一
年坂（一捻坂）二年坂（二寧坂）三年坂（三

寧坂）をゆっくりと歩きながら両側の土産物店を冷やかし
ながら清水寺に到着しました。この坂道は豊臣秀吉の正室
「ねね」が安産を祈願して清水寺にお参りした道だと言われ
ています。清水の舞台を見学した後、今日泊まる宿に行きま
した。宿は「佐明邸」と言う東山区のど真ん中にある棟貸し
の木造一軒家でした。1階に1室、2階に3室の和室がありまし
た。ヨット部のOB会ですので、ちょっとした合宿所の雰囲
気でした。和気あいあいと軽くアルコールを腹に入れて京都
市内散策に出掛けました。最初に向かったのは高台寺。この
寺は秀吉が正室の「ねね」を供養するための寺です。ライト
アップされてすばらしい雰囲気でした。ここまで歩いて5
分。次に宴会場の割烹「菊乃井」まで歩いていきました。こ

れも5分くらいです。この「菊乃井」は最近ミシュ
ランガイドで三ツ星をもらった料亭です。宴会終了
後、八坂神社に繰り出しました。大きな枝垂れ桜が
満開でここもライトアップされていました。八坂神
社の中をワイワイと話をしながら通り抜けて河原町
の中心部に着きました。15分くらい歩いたでしょう
か。幹事を引き受けてくれた先輩の行きつけのス
ナックで12時頃まで飲み、宿に歩いて帰ってきまし
た。京都市内は全てが観光地ですが、全て歩いて観
光したのは初めてで、このような宿がある事に驚き
ました。宿に帰って1階の大きな食堂で持ちこんだ
酒で3次会、適当に風呂に入り、適当に部屋で寝て
朝起きるともう酒を飲んでいる人が居ました。順番
に朝酒に参加する人が増えてきました。今振り返る
ととても印象に残っている旅行でした。気心の知れ
た仲間とこのような企画をするのも面白いかと思い
ました。この年になると体力的にとても出来ません
が。

幹事報告
　　　　　　　　　　　　　　　　渡辺良一 幹事

◎次週 21日（水）はクラブ休会です。お間違えのない
ようお願いいたします。

◎4月28日（水）の例会は12時開会点鐘です。

ニコニコBOX
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　生前 故人が大変お世話になりました。感謝申し
上げます。

野崎喜一郎会長
　4月2日の渋谷会員を送る会に大勢参列していただ
きありがとうございました。

石橋育於さん
　久しぶりの例会出席です。これからもよろしくお
願いします。

渡辺良一さん
　渋谷健一さんの思い出。60周年誌作成の際、私の
全ての不安を受け入れて下さったこと。折々の
際、お褒め頂いたこと。渋谷さんこそが私の思う
ロータリアンです。

五十嵐晋三さん
　渋谷さんの思い出を話させていただきます。
渡辺勝利さん
　渋谷健一会員を偲んでの卓話、よろしく。
衛藤泰男さん
　卓話を務めさせていただきます。よろしくお願い
します。

梨本次郎さん
　昨日は妻の誕生日でした。
　人間ドックも異常なし。今日も元気に頑張りま
す！

野水靖之さん
　今週もニコニコ頑張ります！！
中村和彦さん
　先週久しぶりに弥彦山へ登山に行って来ました。
カタクリの花が咲いていました。

菊池　渉さん
　久々の例会が渋谷さんの追悼例会とは…。
　早く、正常な日々がもどりますように。
吉井直樹さん
　渋谷さんには入会以来、こと有るごとに声をかけ
ていただき、御指導をいただきました。感謝を込
めて。

長谷川正実さん
　暑い日、寒い日がありますが、体調に気をつけま
しょう。

金子俊郎さん
　渋谷さんのご冥福をお祈りいたします。
荻根澤隆雄さん
　本日は故 渋谷会員を偲んでの例会、渋谷健一様の
思い出話楽しみです。

若槻八十彦さん
　寒暖差が大きいので体調をくずさないよう気をつ
けましょう。

斎藤弘文さん
　渋谷さん、大変ありがとうございました。
小林吾郎さん
　渋谷さん、大変ありがとうございました。
伊藤寛一さん
　凛としたお姿を思い出します。
中條克俊さん
　渋谷さん、今日はお越し頂きありがとうございます。
明田川賢一さん
　渋谷三条印刷社長、本日はありがとうございます。
早川滝徳さん
　よろしくお願いします。
小林卓哉さん
本日もよろしくお願い致します。

中村信一さん、　 小越憲泰さん、　 丸山行彦さん、
歸山　肇さん、　 落合孝夫さん、　 五十嵐博宣さん、
松永隆夫さん、　 柳取崇之さん、　 関　義実さん、
杉山幸英さん、　 山田富義さん、　 安達俊明さん、
松永一義さん、　 小出子恵出さん、 船越良則さん、
近藤雄介さん
　渋谷健一会員を偲んで

　　　　　　　　4月1 4日分　￥      50,000
　　　　　　　　今 年 度 累 計　￥ 1,112,000
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ロータリーで良いことをしよう
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【先週のメークアップ】
［4.8］三条東RCへ
 ・石橋育於さん、　松永隆夫さん
［4.10］ローターアクト地区大会（オンライン）へ
 ・野崎喜一郎さん、落合孝夫さん
［4.12］三条南RCへ
 ・加藤紋次郎さん、石橋育於さん、
 ・関川　博さん、　松永隆夫さん
［6.28］四年三役会・地区諮問委員会・

例会日／毎週水曜日１２：３０～
例会場及び事務局／
　三条市旭町２－５－１０　三条信用金庫本店内
例会場／TEL ３４－３３１１
事務局／TEL ３５－３４７７   FAX ３２－７０９５

■本日の出席会員数：59名中45名
■先々週出席率100.00％

2020～2021

　　



　　　　　　　　　　　　三条印刷株式会社 
代表取締役  渋谷政道 様

　本日、祖父であります渋谷健一
を偲ぶ会を開いて頂き、誠に有難
うございます。
　現役最高齢のロータリアンとし
て長年続けてこられたのも、三条
ロータリークラブの皆様の支え
あってのことと、遺族を代表し、

心より御礼申し上げます。
　祖父はロータリークラブが大好きで、特に地区
大会などの大きな大会では「カメラは絶対に俺がや
る！」とカメラを離さず、正にロータリー一色の人
生だったと思います。
　三条ロータリークラブの皆様には、生前仲良くお
付き合い頂き、改めて感謝を申し上げます。
　有難うございました。

「卓　話」
「渋谷健一会員を偲んで」

　　野崎喜一郎 会長
　私にとって渋谷会員
は、父と同い年の大先輩
になります。
　2年前、「ロータリー財
団感謝の集い」が新潟市
のANAクラウンプラザ
ホテルで行われました。

新保財団委員長から、最長老の渋谷会員に参加して
もらうようにと強く言われました。渋谷会員に参加
をお願いしたのですが、なかなか良い返事をいただ
けませんでした。やっとの事で参加をしてもらえま
した。
　当日、代表で謝辞を頂く事になっていました。私
なんかがと大変遠慮されていましたが、いざ本番に
なるとしゃんと歩いてステージに上がり、はっきり
した声で謝辞を述べられました。大谷ガバナーはじ
め皆さん大変感動されていました。
　一年後にこの様な話をするとは思いませんでした。

　　　　　　斎藤弘文 会員
　謹んで、渋谷健一さんのご冥福
をお祈りいたします。
　私は、1982年1月に三条RCへ入
会しました。
　その時の会長が渋谷健一さん、
第25代の会長であります。幹事に
は日戸平太さん、日戸皮膚科の元

院長であり、30周年の会長でありました。

　私が初めて出席した1月最初の正月例会の時、13
代会長を務められた田中衡機の田中佐造さんが、
やっとのことで段に上がる程のご高齢にもかかわら
ず、背筋を真直ぐに伸ばして素晴らしい歌声で、謡
曲をご披露された姿を目の当たりにした時は、「すご
い会に入ってしまった」と驚愕し、「少なくともこの
会の名に恥じない会員になろう」と決意をした瞬間
でもありました。
　渋谷さんは、とてもお酒が好きな方。
　「酒と女は二合（二号）まで」と言われますが、毎
晩晩酌で四合飲んでおられたそうです。会でも楽し
んで飲んでおられた姿が、今でも思い出されます。
　以前の卓話で、コメリの捧賢一さんのお話をさせて
頂いたことがあります。その際「ギバー　テイカー
マッチャー」というお話の中で、「正に捧さんはギ
バーの人であった」とお伝えしましたが、渋谷さん
はそれに輪をかけたギバーであったと思います。そ
の証拠に、ロータリー財団への寄付は素晴らしく、
恐らく今後も渋谷さんの記録を破る人は現れないと
思いますし、三条クラブの週報に於いては、正に奉
仕の心で長年発行し続けてくださいました。
　皆さん是非、他のクラブへメークアップしてみて
ください。いかに三条クラブの週報が素晴らしく、
価値あるものであるのかが、きっとお分かりになる
と思います。
　一昨年、三条クラブで私の叙勲を祝う会を開催頂
いた時も、二次会の席で若い会員、ベテラン会員関
係なく、その場の代金を全て支払ってくださったこ
とを後で知りました。正にギバーの人でありました。
　97歳という長寿を、最後まで元気に、人に迷惑か
けずに生きた方は少ないと思います。
　朱というスナックで、酒を飲みながら、よく語り
合いましたが、一人でもそのスナックに行き、必ず
一人で歩いて帰られた姿は、正に元気を全うした証
です。本当にかけがえのない人でした。有難うござ
いました。

　　　　　　渡辺勝利 会員
　渋谷先輩が地区大会等で長寿会
員として表彰されると、同じクラ
ブの一員として誇らしく思ってい
ました。その先輩が亡くなられて、
本当に悲しみに耐えません。
　たまたま同じ家から何代か前に
分家になったご縁にあり、地元八

幡宮の春の大祭の寄付集めの際には親しく受け入れ
て頂き、有難く喜んで居りました。
　お孫さんの成長を楽しんでおられた先輩のお姿を
見るにつけ、そのお孫さんの社長就任の早からん事

を願っておられましたが、その実現が見られた事が
せめて良かった事だと思っています。
　渋谷家出入りの大工さんが我が家の大工さんと同
じであった事も親しみを感じていた事の一つでもあ
りました。
　また、三条RCの週報の印刷を長い間担当され、
私も広報委員の時に、締切日間際に原稿を持ち込ん
だ事を思い出しています。
　ご子息が他のロータリークラブの会長を無事に務め
られ、らくらくされた由、受けたまわっておりました。
先輩会員としては勿論、ご自身の会長経験をご子息に
わたる会長経験の立派な事を賞賛申し上げます。
　色々と想い出はつきませんが、遠慮深いお姿が印
象深く思い出します。ロータリー会員から弔意辞退
の話も渋谷会員らしい形でありました。偲ぶ会に一
言申し上げました。

　　　　　五十嵐晋三 会員
　創立60周年式典時、会場で「よ
かったね」「よかったですね」同
時に手が自然に出て握手をしまし
た。その写真は記念誌に載ってい
ます。
　渋谷さんはチャーターメンバー
に何度も誘われたそうです。2年

目から入会されました。藤田さんも2年目の入会で
いられます。
　渋谷さんは地区大会によく出席されました。私も
地区大会は好きです。
　2560地区の大勢の仲間の集まりは有意義な事であ
ります。目的を同じくする者の集まりは、その“雰
囲気”はまた楽しいものであります。いい講演を聞
いた事もあります。そういう時は参加して良かった
と思います。その後の宴会も大勢の同志と語り飲む
事は楽しい事であります。
　地区大会に参加しますとプログラムが配布されま
す。その中に各表彰の欄があります。その中に長寿
表彰があります。数年前、その中で高田クラブの方で
100歳の方が記されていました。渋谷さんは「100歳
の人は元気に例会に出席されているんだろうかね」
と問いかけられました。「難しいですね、名前だけで
ないですか」私は答えました。「そうだよね難しいよ
ね」と渋谷さんは言っていられました。この前発行
された地区大会プログラムは、長寿表彰は渋谷さん
が一番でした。
　渋谷さんは毎晩酒を飲まれます。奥さんが元気で
いられる頃の事です。ストップがかかります。そし
て酒ビンを隠されるそうです。奥さんが席をはずさ
れますと、隠し場所から酒ビンを出してまた飲まれ

たそうです。「隠し場所が俺にわからん訳がないじゃ
ないか」とニコニコして嬉しそうでした。その一杯
が特別おいしかったと思います。
　3年前の事です。渋谷さんの会社と私の会社が同
じ税理事務所です。総会が月岡であり、同席をしま
した。総会が終了し、宴会が始まりました。後ろの
席に寒梅と八海山の用意がありますと知らされ、私
は2～ 3本ずつ持ってきました。
　この酒はうまいと渋谷さんは飲んでいられまし
た。それが無くなりましたので後ろの席に酒を取り
に行きましたら、あまり見た事のない名前の酒でし
た。前の酒はなくなっていました。あった酒を持っ
て飲み始めました。「前の酒とこの酒は大分違うね」
と言われました。私はある程度飲むと区別はあまり
つかなくなります。渋谷さんはすぐ区別がつかれた
んですね。
　宴会も終わり三条に帰りました。家の方が迎えに
来ていられました。車に乗るとすぐ“朱”へ行くよ
うにと言われ、“朱”に行きました。客がなく二人で
ゆっくりと二次会が出来ました。マイクをしっかり
握りきちっと立って、気持ちをいっぱいに込めて“船
頭小唄”を歌われました。一生懸命に歌っていられ
た姿を見て、渋谷さんの一面であったと思います。
この船頭小唄が好きでいられたようです。調べまし
たら野口雨情作詞、中山晋平作曲でした。
　常に謙虚で忍耐と寛容の精神を持っていられ、三
条クラブの最も立派なロータリアンであった方でし
た。私達の模範を常に示していられた方でした。
　財団でも2560地区のTOPクラスのメジャードナー
でいられた方です。なかなか出来ない事です。
　立派でいられた大先輩の思い出の一部です。
　　　　　　　　　　　　　　　　〇 “朱” 年配のメンバーのよく行く所

               　　　　　　衛藤泰男 会員
　　　　　　　　　渋谷さんとのお付き合いが本日
　　　　　　　　の卓話をされる皆様の中で一番短
　　　　　　　　かった衛藤です。
　　　　　　　　　新入会員として入会しました年
　　　　　　　　度の8か月程前に渋谷さんの卓話
　　　　　　　　が行われておりました。

　当時の週報を再度拝読しました。タイトルは「三
条花街の面影を偲ぶ」という、当クラブ22代会長の
広岡様が残された小冊子の発表でした。
　私は入会当初、渋谷さんは大変近付きがたい、遠
い存在の大先輩と感じておりました。入会から3年
程経過したころ、斎藤弘文さん、今は亡き熊倉先生
などにお誘いを受けて、飲み会後の二次会で本寺小
路へお供させて頂きました。渋谷さんとはその時初
めて会話が出来ました事を覚えています。
　その後、何度か機会がございましたが、熊倉先生
が亡くなってしまい、最後は2人で二次会に飲み歩き
出来る迄にお付き合いを発展させて頂いていました。
　ロータリーのお話も良く伺いましたが、特に週報
は三条印刷さん＝渋谷さんへ依存する所は大きく、
当クラブの週報は渋谷さんによって現行の流れが方
向付けされたのでは…と感じております。
　昨年はコロナウイルスの影響でそのような機会は
なかったのですが、最後にお逢いしたのは9月16日
の例会でした。その時も97歳にしてシャキッとした
お姿でした。
　先ほどのタイトル「三条の花街」が大好きだった
事は言う迄もありませんが、渋谷さんの思いは他に
もあったように感じています。
　これからもビジネスの流れや産業構造は変化を続け
るが、人間関係の大切さはいつの時代も変わらない。
ゆっくりくつろげて、人間同志腹を割って話せる時
間と空間をこの本寺小路は提供し続けてほしい…
渋谷さんはそのような情熱を抱きつつ去って行かれ
たのではないでしょうか。
　そう思い浮かべながら最後に今一度、渋谷さんご
指導ありがとうございましたと申し上げまして、卓
話を終わります。ありがとうございました。

会長挨拶
「京都府」

　　　　　　　　　野崎喜一郎 会長
　相変わらずコロナ感染者が減らないの
で今回も変則的な例会となることを、皆
様にお詫びいたします。
　15年ほど前、大学ヨット部OB会が京都
市で開催されました。京都駅に各自集合
です。駅から清水寺に向かいました。一
年坂（一捻坂）二年坂（二寧坂）三年坂（三

寧坂）をゆっくりと歩きながら両側の土産物店を冷やかし
ながら清水寺に到着しました。この坂道は豊臣秀吉の正室
「ねね」が安産を祈願して清水寺にお参りした道だと言われ
ています。清水の舞台を見学した後、今日泊まる宿に行きま
した。宿は「佐明邸」と言う東山区のど真ん中にある棟貸し
の木造一軒家でした。1階に1室、2階に3室の和室がありまし
た。ヨット部のOB会ですので、ちょっとした合宿所の雰囲
気でした。和気あいあいと軽くアルコールを腹に入れて京都
市内散策に出掛けました。最初に向かったのは高台寺。この
寺は秀吉が正室の「ねね」を供養するための寺です。ライト
アップされてすばらしい雰囲気でした。ここまで歩いて5
分。次に宴会場の割烹「菊乃井」まで歩いていきました。こ

れも5分くらいです。この「菊乃井」は最近ミシュ
ランガイドで三ツ星をもらった料亭です。宴会終了
後、八坂神社に繰り出しました。大きな枝垂れ桜が
満開でここもライトアップされていました。八坂神
社の中をワイワイと話をしながら通り抜けて河原町
の中心部に着きました。15分くらい歩いたでしょう
か。幹事を引き受けてくれた先輩の行きつけのス
ナックで12時頃まで飲み、宿に歩いて帰ってきまし
た。京都市内は全てが観光地ですが、全て歩いて観
光したのは初めてで、このような宿がある事に驚き
ました。宿に帰って1階の大きな食堂で持ちこんだ
酒で3次会、適当に風呂に入り、適当に部屋で寝て
朝起きるともう酒を飲んでいる人が居ました。順番
に朝酒に参加する人が増えてきました。今振り返る
ととても印象に残っている旅行でした。気心の知れ
た仲間とこのような企画をするのも面白いかと思い
ました。この年になると体力的にとても出来ません
が。

幹事報告
　　　　　　　　　　　　　　　　渡辺良一 幹事

◎次週 21日（水）はクラブ休会です。お間違えのない
ようお願いいたします。

◎4月28日（水）の例会は12時開会点鐘です。

ニコニコBOX
三条印刷㈱　代表取締役  渋谷政道様
　生前 故人が大変お世話になりました。感謝申し
上げます。

野崎喜一郎会長
　4月2日の渋谷会員を送る会に大勢参列していただ
きありがとうございました。

石橋育於さん
　久しぶりの例会出席です。これからもよろしくお
願いします。

渡辺良一さん
　渋谷健一さんの思い出。60周年誌作成の際、私の
全ての不安を受け入れて下さったこと。折々の
際、お褒め頂いたこと。渋谷さんこそが私の思う
ロータリアンです。

五十嵐晋三さん
　渋谷さんの思い出を話させていただきます。
渡辺勝利さん
　渋谷健一会員を偲んでの卓話、よろしく。
衛藤泰男さん
　卓話を務めさせていただきます。よろしくお願い
します。

梨本次郎さん
　昨日は妻の誕生日でした。
　人間ドックも異常なし。今日も元気に頑張りま
す！

野水靖之さん
　今週もニコニコ頑張ります！！
中村和彦さん
　先週久しぶりに弥彦山へ登山に行って来ました。
カタクリの花が咲いていました。

菊池　渉さん
　久々の例会が渋谷さんの追悼例会とは…。
　早く、正常な日々がもどりますように。
吉井直樹さん
　渋谷さんには入会以来、こと有るごとに声をかけ
ていただき、御指導をいただきました。感謝を込
めて。

長谷川正実さん
　暑い日、寒い日がありますが、体調に気をつけま
しょう。

金子俊郎さん
　渋谷さんのご冥福をお祈りいたします。
荻根澤隆雄さん
　本日は故 渋谷会員を偲んでの例会、渋谷健一様の
思い出話楽しみです。

若槻八十彦さん
　寒暖差が大きいので体調をくずさないよう気をつ
けましょう。

斎藤弘文さん
　渋谷さん、大変ありがとうございました。
小林吾郎さん
　渋谷さん、大変ありがとうございました。
伊藤寛一さん
　凛としたお姿を思い出します。
中條克俊さん
　渋谷さん、今日はお越し頂きありがとうございます。
明田川賢一さん
　渋谷三条印刷社長、本日はありがとうございます。
早川滝徳さん
　よろしくお願いします。
小林卓哉さん
本日もよろしくお願い致します。

中村信一さん、　 小越憲泰さん、　 丸山行彦さん、
歸山　肇さん、　 落合孝夫さん、　 五十嵐博宣さん、
松永隆夫さん、　 柳取崇之さん、　 関　義実さん、
杉山幸英さん、　 山田富義さん、　 安達俊明さん、
松永一義さん、　 小出子恵出さん、 船越良則さん、
近藤雄介さん
　渋谷健一会員を偲んで

　　　　　　　　4月1 4日分　￥      50,000
　　　　　　　　今 年 度 累 計　￥ 1,112,000
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　　　　　　　　　　　　三条印刷株式会社 
代表取締役  渋谷政道 様

　本日、祖父であります渋谷健一
を偲ぶ会を開いて頂き、誠に有難
うございます。
　現役最高齢のロータリアンとし
て長年続けてこられたのも、三条
ロータリークラブの皆様の支え
あってのことと、遺族を代表し、

心より御礼申し上げます。
　祖父はロータリークラブが大好きで、特に地区
大会などの大きな大会では「カメラは絶対に俺がや
る！」とカメラを離さず、正にロータリー一色の人
生だったと思います。
　三条ロータリークラブの皆様には、生前仲良くお
付き合い頂き、改めて感謝を申し上げます。
　有難うございました。

「卓　話」
「渋谷健一会員を偲んで」

　　野崎喜一郎 会長
　私にとって渋谷会員
は、父と同い年の大先輩
になります。
　2年前、「ロータリー財
団感謝の集い」が新潟市
のANAクラウンプラザ
ホテルで行われました。

新保財団委員長から、最長老の渋谷会員に参加して
もらうようにと強く言われました。渋谷会員に参加
をお願いしたのですが、なかなか良い返事をいただ
けませんでした。やっとの事で参加をしてもらえま
した。
　当日、代表で謝辞を頂く事になっていました。私
なんかがと大変遠慮されていましたが、いざ本番に
なるとしゃんと歩いてステージに上がり、はっきり
した声で謝辞を述べられました。大谷ガバナーはじ
め皆さん大変感動されていました。
　一年後にこの様な話をするとは思いませんでした。

　　　　　　斎藤弘文 会員
　謹んで、渋谷健一さんのご冥福
をお祈りいたします。
　私は、1982年1月に三条RCへ入
会しました。
　その時の会長が渋谷健一さん、
第25代の会長であります。幹事に
は日戸平太さん、日戸皮膚科の元

院長であり、30周年の会長でありました。

　私が初めて出席した1月最初の正月例会の時、13
代会長を務められた田中衡機の田中佐造さんが、
やっとのことで段に上がる程のご高齢にもかかわら
ず、背筋を真直ぐに伸ばして素晴らしい歌声で、謡
曲をご披露された姿を目の当たりにした時は、「すご
い会に入ってしまった」と驚愕し、「少なくともこの
会の名に恥じない会員になろう」と決意をした瞬間
でもありました。
　渋谷さんは、とてもお酒が好きな方。
　「酒と女は二合（二号）まで」と言われますが、毎
晩晩酌で四合飲んでおられたそうです。会でも楽し
んで飲んでおられた姿が、今でも思い出されます。
　以前の卓話で、コメリの捧賢一さんのお話をさせて
頂いたことがあります。その際「ギバー　テイカー
マッチャー」というお話の中で、「正に捧さんはギ
バーの人であった」とお伝えしましたが、渋谷さん
はそれに輪をかけたギバーであったと思います。そ
の証拠に、ロータリー財団への寄付は素晴らしく、
恐らく今後も渋谷さんの記録を破る人は現れないと
思いますし、三条クラブの週報に於いては、正に奉
仕の心で長年発行し続けてくださいました。
　皆さん是非、他のクラブへメークアップしてみて
ください。いかに三条クラブの週報が素晴らしく、
価値あるものであるのかが、きっとお分かりになる
と思います。
　一昨年、三条クラブで私の叙勲を祝う会を開催頂
いた時も、二次会の席で若い会員、ベテラン会員関
係なく、その場の代金を全て支払ってくださったこ
とを後で知りました。正にギバーの人でありました。
　97歳という長寿を、最後まで元気に、人に迷惑か
けずに生きた方は少ないと思います。
　朱というスナックで、酒を飲みながら、よく語り
合いましたが、一人でもそのスナックに行き、必ず
一人で歩いて帰られた姿は、正に元気を全うした証
です。本当にかけがえのない人でした。有難うござ
いました。

　　　　　　渡辺勝利 会員
　渋谷先輩が地区大会等で長寿会
員として表彰されると、同じクラ
ブの一員として誇らしく思ってい
ました。その先輩が亡くなられて、
本当に悲しみに耐えません。
　たまたま同じ家から何代か前に
分家になったご縁にあり、地元八

幡宮の春の大祭の寄付集めの際には親しく受け入れ
て頂き、有難く喜んで居りました。
　お孫さんの成長を楽しんでおられた先輩のお姿を
見るにつけ、そのお孫さんの社長就任の早からん事

を願っておられましたが、その実現が見られた事が
せめて良かった事だと思っています。
　渋谷家出入りの大工さんが我が家の大工さんと同
じであった事も親しみを感じていた事の一つでもあ
りました。
　また、三条RCの週報の印刷を長い間担当され、
私も広報委員の時に、締切日間際に原稿を持ち込ん
だ事を思い出しています。
　ご子息が他のロータリークラブの会長を無事に務め
られ、らくらくされた由、受けたまわっておりました。
先輩会員としては勿論、ご自身の会長経験をご子息に
わたる会長経験の立派な事を賞賛申し上げます。
　色々と想い出はつきませんが、遠慮深いお姿が印
象深く思い出します。ロータリー会員から弔意辞退
の話も渋谷会員らしい形でありました。偲ぶ会に一
言申し上げました。

　　　　　五十嵐晋三 会員
　創立60周年式典時、会場で「よ
かったね」「よかったですね」同
時に手が自然に出て握手をしまし
た。その写真は記念誌に載ってい
ます。
　渋谷さんはチャーターメンバー
に何度も誘われたそうです。2年

目から入会されました。藤田さんも2年目の入会で
いられます。
　渋谷さんは地区大会によく出席されました。私も
地区大会は好きです。
　2560地区の大勢の仲間の集まりは有意義な事であ
ります。目的を同じくする者の集まりは、その“雰
囲気”はまた楽しいものであります。いい講演を聞
いた事もあります。そういう時は参加して良かった
と思います。その後の宴会も大勢の同志と語り飲む
事は楽しい事であります。
　地区大会に参加しますとプログラムが配布されま
す。その中に各表彰の欄があります。その中に長寿
表彰があります。数年前、その中で高田クラブの方で
100歳の方が記されていました。渋谷さんは「100歳
の人は元気に例会に出席されているんだろうかね」
と問いかけられました。「難しいですね、名前だけで
ないですか」私は答えました。「そうだよね難しいよ
ね」と渋谷さんは言っていられました。この前発行
された地区大会プログラムは、長寿表彰は渋谷さん
が一番でした。
　渋谷さんは毎晩酒を飲まれます。奥さんが元気で
いられる頃の事です。ストップがかかります。そし
て酒ビンを隠されるそうです。奥さんが席をはずさ
れますと、隠し場所から酒ビンを出してまた飲まれ

たそうです。「隠し場所が俺にわからん訳がないじゃ
ないか」とニコニコして嬉しそうでした。その一杯
が特別おいしかったと思います。
　3年前の事です。渋谷さんの会社と私の会社が同
じ税理事務所です。総会が月岡であり、同席をしま
した。総会が終了し、宴会が始まりました。後ろの
席に寒梅と八海山の用意がありますと知らされ、私
は2～ 3本ずつ持ってきました。
　この酒はうまいと渋谷さんは飲んでいられまし
た。それが無くなりましたので後ろの席に酒を取り
に行きましたら、あまり見た事のない名前の酒でし
た。前の酒はなくなっていました。あった酒を持っ
て飲み始めました。「前の酒とこの酒は大分違うね」
と言われました。私はある程度飲むと区別はあまり
つかなくなります。渋谷さんはすぐ区別がつかれた
んですね。
　宴会も終わり三条に帰りました。家の方が迎えに
来ていられました。車に乗るとすぐ“朱”へ行くよ
うにと言われ、“朱”に行きました。客がなく二人で
ゆっくりと二次会が出来ました。マイクをしっかり
握りきちっと立って、気持ちをいっぱいに込めて“船
頭小唄”を歌われました。一生懸命に歌っていられ
た姿を見て、渋谷さんの一面であったと思います。
この船頭小唄が好きでいられたようです。調べまし
たら野口雨情作詞、中山晋平作曲でした。
　常に謙虚で忍耐と寛容の精神を持っていられ、三
条クラブの最も立派なロータリアンであった方でし
た。私達の模範を常に示していられた方でした。
　財団でも2560地区のTOPクラスのメジャードナー
でいられた方です。なかなか出来ない事です。
　立派でいられた大先輩の思い出の一部です。
　　　　　　　　　　　　　　　　〇 “朱” 年配のメンバーのよく行く所

               　　　　　　衛藤泰男 会員
　　　　　　　　　渋谷さんとのお付き合いが本日
　　　　　　　　の卓話をされる皆様の中で一番短
　　　　　　　　かった衛藤です。
　　　　　　　　　新入会員として入会しました年
　　　　　　　　度の8か月程前に渋谷さんの卓話
　　　　　　　　が行われておりました。

　当時の週報を再度拝読しました。タイトルは「三
条花街の面影を偲ぶ」という、当クラブ22代会長の
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程経過したころ、斎藤弘文さん、今は亡き熊倉先生
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会長挨拶
「京都府」

　　　　　　　　　野崎喜一郎 会長
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で今回も変則的な例会となることを、皆
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　15年ほど前、大学ヨット部OB会が京都
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しょう。

金子俊郎さん
　渋谷さんのご冥福をお祈りいたします。
荻根澤隆雄さん
　本日は故 渋谷会員を偲んでの例会、渋谷健一様の
思い出話楽しみです。

若槻八十彦さん
　寒暖差が大きいので体調をくずさないよう気をつ
けましょう。

斎藤弘文さん
　渋谷さん、大変ありがとうございました。
小林吾郎さん
　渋谷さん、大変ありがとうございました。
伊藤寛一さん
　凛としたお姿を思い出します。
中條克俊さん
　渋谷さん、今日はお越し頂きありがとうございます。
明田川賢一さん
　渋谷三条印刷社長、本日はありがとうございます。
早川滝徳さん
　よろしくお願いします。
小林卓哉さん
本日もよろしくお願い致します。

中村信一さん、　 小越憲泰さん、　 丸山行彦さん、
歸山　肇さん、　 落合孝夫さん、　 五十嵐博宣さん、
松永隆夫さん、　 柳取崇之さん、　 関　義実さん、
杉山幸英さん、　 山田富義さん、　 安達俊明さん、
松永一義さん、　 小出子恵出さん、 船越良則さん、
近藤雄介さん
　渋谷健一会員を偲んで

　　　　　　　　4月1 4日分　￥      50,000
　　　　　　　　今 年 度 累 計　￥ 1,112,000  

 

ゴルフ同好会「第86回大会報告」
三条RCゴルフ同好会の第86回大会が4月4日（日）
にヨネックスカントリークラブにて14名参加
で行われました。
心配された雨もほとんど降らず、春の時期とし
てはゴルフ日和で充分ゴルフを楽しめました。
三条会館での総会・表彰式では新型コロナ対策
のため、酒の注ぎあいはしませんでしたが、ゴ
ルフの話で盛り上がりました。
第87回大会（遠征）は7月8日（木）日本海カント
リークラブにて開催予定です。
多数のご参加をお願いいたします。

優　勝　渡辺　良一
準優勝　柳取　崇之
第３位　斎藤　弘文
第４位　小林　吾郎
第５位　中村　和彦
第６位　中條　克俊
第７位　松平　隆行

第８位　衛藤　泰男
第９位　杉山　幸英
第10位　渡辺　勝利
第11位　歸山　　肇
第12位　中村　信一
第13位　丸山　行彦
第14位　野崎喜一郎

≪第86回大会 成績≫



　　　　　　　　　　　　三条印刷株式会社 
代表取締役  渋谷政道 様

　本日、祖父であります渋谷健一
を偲ぶ会を開いて頂き、誠に有難
うございます。
　現役最高齢のロータリアンとし
て長年続けてこられたのも、三条
ロータリークラブの皆様の支え
あってのことと、遺族を代表し、

心より御礼申し上げます。
　祖父はロータリークラブが大好きで、特に地区
大会などの大きな大会では「カメラは絶対に俺がや
る！」とカメラを離さず、正にロータリー一色の人
生だったと思います。
　三条ロータリークラブの皆様には、生前仲良くお
付き合い頂き、改めて感謝を申し上げます。
　有難うございました。

「卓　話」
「渋谷健一会員を偲んで」

　　野崎喜一郎 会長
　私にとって渋谷会員
は、父と同い年の大先輩
になります。
　2年前、「ロータリー財
団感謝の集い」が新潟市
のANAクラウンプラザ
ホテルで行われました。

新保財団委員長から、最長老の渋谷会員に参加して
もらうようにと強く言われました。渋谷会員に参加
をお願いしたのですが、なかなか良い返事をいただ
けませんでした。やっとの事で参加をしてもらえま
した。
　当日、代表で謝辞を頂く事になっていました。私
なんかがと大変遠慮されていましたが、いざ本番に
なるとしゃんと歩いてステージに上がり、はっきり
した声で謝辞を述べられました。大谷ガバナーはじ
め皆さん大変感動されていました。
　一年後にこの様な話をするとは思いませんでした。

　　　　　　斎藤弘文 会員
　謹んで、渋谷健一さんのご冥福
をお祈りいたします。
　私は、1982年1月に三条RCへ入
会しました。
　その時の会長が渋谷健一さん、
第25代の会長であります。幹事に
は日戸平太さん、日戸皮膚科の元

院長であり、30周年の会長でありました。

　私が初めて出席した1月最初の正月例会の時、13
代会長を務められた田中衡機の田中佐造さんが、
やっとのことで段に上がる程のご高齢にもかかわら
ず、背筋を真直ぐに伸ばして素晴らしい歌声で、謡
曲をご披露された姿を目の当たりにした時は、「すご
い会に入ってしまった」と驚愕し、「少なくともこの
会の名に恥じない会員になろう」と決意をした瞬間
でもありました。
　渋谷さんは、とてもお酒が好きな方。
　「酒と女は二合（二号）まで」と言われますが、毎
晩晩酌で四合飲んでおられたそうです。会でも楽し
んで飲んでおられた姿が、今でも思い出されます。
　以前の卓話で、コメリの捧賢一さんのお話をさせて
頂いたことがあります。その際「ギバー　テイカー
マッチャー」というお話の中で、「正に捧さんはギ
バーの人であった」とお伝えしましたが、渋谷さん
はそれに輪をかけたギバーであったと思います。そ
の証拠に、ロータリー財団への寄付は素晴らしく、
恐らく今後も渋谷さんの記録を破る人は現れないと
思いますし、三条クラブの週報に於いては、正に奉
仕の心で長年発行し続けてくださいました。
　皆さん是非、他のクラブへメークアップしてみて
ください。いかに三条クラブの週報が素晴らしく、
価値あるものであるのかが、きっとお分かりになる
と思います。
　一昨年、三条クラブで私の叙勲を祝う会を開催頂
いた時も、二次会の席で若い会員、ベテラン会員関
係なく、その場の代金を全て支払ってくださったこ
とを後で知りました。正にギバーの人でありました。
　97歳という長寿を、最後まで元気に、人に迷惑か
けずに生きた方は少ないと思います。
　朱というスナックで、酒を飲みながら、よく語り
合いましたが、一人でもそのスナックに行き、必ず
一人で歩いて帰られた姿は、正に元気を全うした証
です。本当にかけがえのない人でした。有難うござ
いました。

　　　　　　渡辺勝利 会員
　渋谷先輩が地区大会等で長寿会
員として表彰されると、同じクラ
ブの一員として誇らしく思ってい
ました。その先輩が亡くなられて、
本当に悲しみに耐えません。
　たまたま同じ家から何代か前に
分家になったご縁にあり、地元八

幡宮の春の大祭の寄付集めの際には親しく受け入れ
て頂き、有難く喜んで居りました。
　お孫さんの成長を楽しんでおられた先輩のお姿を
見るにつけ、そのお孫さんの社長就任の早からん事

を願っておられましたが、その実現が見られた事が
せめて良かった事だと思っています。
　渋谷家出入りの大工さんが我が家の大工さんと同
じであった事も親しみを感じていた事の一つでもあ
りました。
　また、三条RCの週報の印刷を長い間担当され、
私も広報委員の時に、締切日間際に原稿を持ち込ん
だ事を思い出しています。
　ご子息が他のロータリークラブの会長を無事に務め
られ、らくらくされた由、受けたまわっておりました。
先輩会員としては勿論、ご自身の会長経験をご子息に
わたる会長経験の立派な事を賞賛申し上げます。
　色々と想い出はつきませんが、遠慮深いお姿が印
象深く思い出します。ロータリー会員から弔意辞退
の話も渋谷会員らしい形でありました。偲ぶ会に一
言申し上げました。

　　　　　五十嵐晋三 会員
　創立60周年式典時、会場で「よ
かったね」「よかったですね」同
時に手が自然に出て握手をしまし
た。その写真は記念誌に載ってい
ます。
　渋谷さんはチャーターメンバー
に何度も誘われたそうです。2年

目から入会されました。藤田さんも2年目の入会で
いられます。
　渋谷さんは地区大会によく出席されました。私も
地区大会は好きです。
　2560地区の大勢の仲間の集まりは有意義な事であ
ります。目的を同じくする者の集まりは、その“雰
囲気”はまた楽しいものであります。いい講演を聞
いた事もあります。そういう時は参加して良かった
と思います。その後の宴会も大勢の同志と語り飲む
事は楽しい事であります。
　地区大会に参加しますとプログラムが配布されま
す。その中に各表彰の欄があります。その中に長寿
表彰があります。数年前、その中で高田クラブの方で
100歳の方が記されていました。渋谷さんは「100歳
の人は元気に例会に出席されているんだろうかね」
と問いかけられました。「難しいですね、名前だけで
ないですか」私は答えました。「そうだよね難しいよ
ね」と渋谷さんは言っていられました。この前発行
された地区大会プログラムは、長寿表彰は渋谷さん
が一番でした。
　渋谷さんは毎晩酒を飲まれます。奥さんが元気で
いられる頃の事です。ストップがかかります。そし
て酒ビンを隠されるそうです。奥さんが席をはずさ
れますと、隠し場所から酒ビンを出してまた飲まれ

たそうです。「隠し場所が俺にわからん訳がないじゃ
ないか」とニコニコして嬉しそうでした。その一杯
が特別おいしかったと思います。
　3年前の事です。渋谷さんの会社と私の会社が同
じ税理事務所です。総会が月岡であり、同席をしま
した。総会が終了し、宴会が始まりました。後ろの
席に寒梅と八海山の用意がありますと知らされ、私
は2～ 3本ずつ持ってきました。
　この酒はうまいと渋谷さんは飲んでいられまし
た。それが無くなりましたので後ろの席に酒を取り
に行きましたら、あまり見た事のない名前の酒でし
た。前の酒はなくなっていました。あった酒を持っ
て飲み始めました。「前の酒とこの酒は大分違うね」
と言われました。私はある程度飲むと区別はあまり
つかなくなります。渋谷さんはすぐ区別がつかれた
んですね。
　宴会も終わり三条に帰りました。家の方が迎えに
来ていられました。車に乗るとすぐ“朱”へ行くよ
うにと言われ、“朱”に行きました。客がなく二人で
ゆっくりと二次会が出来ました。マイクをしっかり
握りきちっと立って、気持ちをいっぱいに込めて“船
頭小唄”を歌われました。一生懸命に歌っていられ
た姿を見て、渋谷さんの一面であったと思います。
この船頭小唄が好きでいられたようです。調べまし
たら野口雨情作詞、中山晋平作曲でした。
　常に謙虚で忍耐と寛容の精神を持っていられ、三
条クラブの最も立派なロータリアンであった方でし
た。私達の模範を常に示していられた方でした。
　財団でも2560地区のTOPクラスのメジャードナー
でいられた方です。なかなか出来ない事です。
　立派でいられた大先輩の思い出の一部です。
　　　　　　　　　　　　　　　　〇 “朱” 年配のメンバーのよく行く所

               　　　　　　衛藤泰男 会員
　　　　　　　　　渋谷さんとのお付き合いが本日
　　　　　　　　の卓話をされる皆様の中で一番短
　　　　　　　　かった衛藤です。
　　　　　　　　　新入会員として入会しました年
　　　　　　　　度の8か月程前に渋谷さんの卓話
　　　　　　　　が行われておりました。

　当時の週報を再度拝読しました。タイトルは「三
条花街の面影を偲ぶ」という、当クラブ22代会長の
広岡様が残された小冊子の発表でした。
　私は入会当初、渋谷さんは大変近付きがたい、遠
い存在の大先輩と感じておりました。入会から3年
程経過したころ、斎藤弘文さん、今は亡き熊倉先生
などにお誘いを受けて、飲み会後の二次会で本寺小
路へお供させて頂きました。渋谷さんとはその時初
めて会話が出来ました事を覚えています。
　その後、何度か機会がございましたが、熊倉先生
が亡くなってしまい、最後は2人で二次会に飲み歩き
出来る迄にお付き合いを発展させて頂いていました。
　ロータリーのお話も良く伺いましたが、特に週報
は三条印刷さん＝渋谷さんへ依存する所は大きく、
当クラブの週報は渋谷さんによって現行の流れが方
向付けされたのでは…と感じております。
　昨年はコロナウイルスの影響でそのような機会は
なかったのですが、最後にお逢いしたのは9月16日
の例会でした。その時も97歳にしてシャキッとした
お姿でした。
　先ほどのタイトル「三条の花街」が大好きだった
事は言う迄もありませんが、渋谷さんの思いは他に
もあったように感じています。
　これからもビジネスの流れや産業構造は変化を続け
るが、人間関係の大切さはいつの時代も変わらない。
ゆっくりくつろげて、人間同志腹を割って話せる時
間と空間をこの本寺小路は提供し続けてほしい…
渋谷さんはそのような情熱を抱きつつ去って行かれ
たのではないでしょうか。
　そう思い浮かべながら最後に今一度、渋谷さんご
指導ありがとうございましたと申し上げまして、卓
話を終わります。ありがとうございました。

会長挨拶
「京都府」

　　　　　　　　　野崎喜一郎 会長
　相変わらずコロナ感染者が減らないの
で今回も変則的な例会となることを、皆
様にお詫びいたします。
　15年ほど前、大学ヨット部OB会が京都
市で開催されました。京都駅に各自集合
です。駅から清水寺に向かいました。一
年坂（一捻坂）二年坂（二寧坂）三年坂（三

寧坂）をゆっくりと歩きながら両側の土産物店を冷やかし
ながら清水寺に到着しました。この坂道は豊臣秀吉の正室
「ねね」が安産を祈願して清水寺にお参りした道だと言われ
ています。清水の舞台を見学した後、今日泊まる宿に行きま
した。宿は「佐明邸」と言う東山区のど真ん中にある棟貸し
の木造一軒家でした。1階に1室、2階に3室の和室がありまし
た。ヨット部のOB会ですので、ちょっとした合宿所の雰囲
気でした。和気あいあいと軽くアルコールを腹に入れて京都
市内散策に出掛けました。最初に向かったのは高台寺。この
寺は秀吉が正室の「ねね」を供養するための寺です。ライト
アップされてすばらしい雰囲気でした。ここまで歩いて5
分。次に宴会場の割烹「菊乃井」まで歩いていきました。こ

れも5分くらいです。この「菊乃井」は最近ミシュ
ランガイドで三ツ星をもらった料亭です。宴会終了
後、八坂神社に繰り出しました。大きな枝垂れ桜が
満開でここもライトアップされていました。八坂神
社の中をワイワイと話をしながら通り抜けて河原町
の中心部に着きました。15分くらい歩いたでしょう
か。幹事を引き受けてくれた先輩の行きつけのス
ナックで12時頃まで飲み、宿に歩いて帰ってきまし
た。京都市内は全てが観光地ですが、全て歩いて観
光したのは初めてで、このような宿がある事に驚き
ました。宿に帰って1階の大きな食堂で持ちこんだ
酒で3次会、適当に風呂に入り、適当に部屋で寝て
朝起きるともう酒を飲んでいる人が居ました。順番
に朝酒に参加する人が増えてきました。今振り返る
ととても印象に残っている旅行でした。気心の知れ
た仲間とこのような企画をするのも面白いかと思い
ました。この年になると体力的にとても出来ません
が。

幹事報告
　　　　　　　　　　　　　　　　渡辺良一 幹事

◎次週 21日（水）はクラブ休会です。お間違えのない
ようお願いいたします。

◎4月28日（水）の例会は12時開会点鐘です。

ニコニコBOX
三条印刷㈱　代表取締役  渋谷政道様
　生前 故人が大変お世話になりました。感謝申し
上げます。

野崎喜一郎会長
　4月2日の渋谷会員を送る会に大勢参列していただ
きありがとうございました。

石橋育於さん
　久しぶりの例会出席です。これからもよろしくお
願いします。

渡辺良一さん
　渋谷健一さんの思い出。60周年誌作成の際、私の
全ての不安を受け入れて下さったこと。折々の
際、お褒め頂いたこと。渋谷さんこそが私の思う
ロータリアンです。

五十嵐晋三さん
　渋谷さんの思い出を話させていただきます。
渡辺勝利さん
　渋谷健一会員を偲んでの卓話、よろしく。
衛藤泰男さん
　卓話を務めさせていただきます。よろしくお願い
します。

梨本次郎さん
　昨日は妻の誕生日でした。
　人間ドックも異常なし。今日も元気に頑張りま
す！

野水靖之さん
　今週もニコニコ頑張ります！！
中村和彦さん
　先週久しぶりに弥彦山へ登山に行って来ました。
カタクリの花が咲いていました。

菊池　渉さん
　久々の例会が渋谷さんの追悼例会とは…。
　早く、正常な日々がもどりますように。
吉井直樹さん
　渋谷さんには入会以来、こと有るごとに声をかけ
ていただき、御指導をいただきました。感謝を込
めて。

長谷川正実さん
　暑い日、寒い日がありますが、体調に気をつけま
しょう。

金子俊郎さん
　渋谷さんのご冥福をお祈りいたします。
荻根澤隆雄さん
　本日は故 渋谷会員を偲んでの例会、渋谷健一様の
思い出話楽しみです。

若槻八十彦さん
　寒暖差が大きいので体調をくずさないよう気をつ
けましょう。

斎藤弘文さん
　渋谷さん、大変ありがとうございました。
小林吾郎さん
　渋谷さん、大変ありがとうございました。
伊藤寛一さん
　凛としたお姿を思い出します。
中條克俊さん
　渋谷さん、今日はお越し頂きありがとうございます。
明田川賢一さん
　渋谷三条印刷社長、本日はありがとうございます。
早川滝徳さん
　よろしくお願いします。
小林卓哉さん
本日もよろしくお願い致します。

中村信一さん、　 小越憲泰さん、　 丸山行彦さん、
歸山　肇さん、　 落合孝夫さん、　 五十嵐博宣さん、
松永隆夫さん、　 柳取崇之さん、　 関　義実さん、
杉山幸英さん、　 山田富義さん、　 安達俊明さん、
松永一義さん、　 小出子恵出さん、 船越良則さん、
近藤雄介さん
　渋谷健一会員を偲んで

　　　　　　　　4月1 4日分　￥      50,000
　　　　　　　　今 年 度 累 計　￥ 1,112,000
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　現役最高齢のロータリアンとし
て長年続けてこられたのも、三条
ロータリークラブの皆様の支え
あってのことと、遺族を代表し、

心より御礼申し上げます。
　祖父はロータリークラブが大好きで、特に地区
大会などの大きな大会では「カメラは絶対に俺がや
る！」とカメラを離さず、正にロータリー一色の人
生だったと思います。
　三条ロータリークラブの皆様には、生前仲良くお
付き合い頂き、改めて感謝を申し上げます。
　有難うございました。

「卓　話」
「渋谷健一会員を偲んで」

　　野崎喜一郎 会長
　私にとって渋谷会員
は、父と同い年の大先輩
になります。
　2年前、「ロータリー財
団感謝の集い」が新潟市
のANAクラウンプラザ
ホテルで行われました。

新保財団委員長から、最長老の渋谷会員に参加して
もらうようにと強く言われました。渋谷会員に参加
をお願いしたのですが、なかなか良い返事をいただ
けませんでした。やっとの事で参加をしてもらえま
した。
　当日、代表で謝辞を頂く事になっていました。私
なんかがと大変遠慮されていましたが、いざ本番に
なるとしゃんと歩いてステージに上がり、はっきり
した声で謝辞を述べられました。大谷ガバナーはじ
め皆さん大変感動されていました。
　一年後にこの様な話をするとは思いませんでした。

　　　　　　斎藤弘文 会員
　謹んで、渋谷健一さんのご冥福
をお祈りいたします。
　私は、1982年1月に三条RCへ入
会しました。
　その時の会長が渋谷健一さん、
第25代の会長であります。幹事に
は日戸平太さん、日戸皮膚科の元

院長であり、30周年の会長でありました。

　私が初めて出席した1月最初の正月例会の時、13
代会長を務められた田中衡機の田中佐造さんが、
やっとのことで段に上がる程のご高齢にもかかわら
ず、背筋を真直ぐに伸ばして素晴らしい歌声で、謡
曲をご披露された姿を目の当たりにした時は、「すご
い会に入ってしまった」と驚愕し、「少なくともこの
会の名に恥じない会員になろう」と決意をした瞬間
でもありました。
　渋谷さんは、とてもお酒が好きな方。
　「酒と女は二合（二号）まで」と言われますが、毎
晩晩酌で四合飲んでおられたそうです。会でも楽し
んで飲んでおられた姿が、今でも思い出されます。
　以前の卓話で、コメリの捧賢一さんのお話をさせて
頂いたことがあります。その際「ギバー　テイカー
マッチャー」というお話の中で、「正に捧さんはギ
バーの人であった」とお伝えしましたが、渋谷さん
はそれに輪をかけたギバーであったと思います。そ
の証拠に、ロータリー財団への寄付は素晴らしく、
恐らく今後も渋谷さんの記録を破る人は現れないと
思いますし、三条クラブの週報に於いては、正に奉
仕の心で長年発行し続けてくださいました。
　皆さん是非、他のクラブへメークアップしてみて
ください。いかに三条クラブの週報が素晴らしく、
価値あるものであるのかが、きっとお分かりになる
と思います。
　一昨年、三条クラブで私の叙勲を祝う会を開催頂
いた時も、二次会の席で若い会員、ベテラン会員関
係なく、その場の代金を全て支払ってくださったこ
とを後で知りました。正にギバーの人でありました。
　97歳という長寿を、最後まで元気に、人に迷惑か
けずに生きた方は少ないと思います。
　朱というスナックで、酒を飲みながら、よく語り
合いましたが、一人でもそのスナックに行き、必ず
一人で歩いて帰られた姿は、正に元気を全うした証
です。本当にかけがえのない人でした。有難うござ
いました。

　　　　　　渡辺勝利 会員
　渋谷先輩が地区大会等で長寿会
員として表彰されると、同じクラ
ブの一員として誇らしく思ってい
ました。その先輩が亡くなられて、
本当に悲しみに耐えません。
　たまたま同じ家から何代か前に
分家になったご縁にあり、地元八

幡宮の春の大祭の寄付集めの際には親しく受け入れ
て頂き、有難く喜んで居りました。
　お孫さんの成長を楽しんでおられた先輩のお姿を
見るにつけ、そのお孫さんの社長就任の早からん事

を願っておられましたが、その実現が見られた事が
せめて良かった事だと思っています。
　渋谷家出入りの大工さんが我が家の大工さんと同
じであった事も親しみを感じていた事の一つでもあ
りました。
　また、三条RCの週報の印刷を長い間担当され、
私も広報委員の時に、締切日間際に原稿を持ち込ん
だ事を思い出しています。
　ご子息が他のロータリークラブの会長を無事に務め
られ、らくらくされた由、受けたまわっておりました。
先輩会員としては勿論、ご自身の会長経験をご子息に
わたる会長経験の立派な事を賞賛申し上げます。
　色々と想い出はつきませんが、遠慮深いお姿が印
象深く思い出します。ロータリー会員から弔意辞退
の話も渋谷会員らしい形でありました。偲ぶ会に一
言申し上げました。

　　　　　五十嵐晋三 会員
　創立60周年式典時、会場で「よ
かったね」「よかったですね」同
時に手が自然に出て握手をしまし
た。その写真は記念誌に載ってい
ます。
　渋谷さんはチャーターメンバー
に何度も誘われたそうです。2年

目から入会されました。藤田さんも2年目の入会で
いられます。
　渋谷さんは地区大会によく出席されました。私も
地区大会は好きです。
　2560地区の大勢の仲間の集まりは有意義な事であ
ります。目的を同じくする者の集まりは、その“雰
囲気”はまた楽しいものであります。いい講演を聞
いた事もあります。そういう時は参加して良かった
と思います。その後の宴会も大勢の同志と語り飲む
事は楽しい事であります。
　地区大会に参加しますとプログラムが配布されま
す。その中に各表彰の欄があります。その中に長寿
表彰があります。数年前、その中で高田クラブの方で
100歳の方が記されていました。渋谷さんは「100歳
の人は元気に例会に出席されているんだろうかね」
と問いかけられました。「難しいですね、名前だけで
ないですか」私は答えました。「そうだよね難しいよ
ね」と渋谷さんは言っていられました。この前発行
された地区大会プログラムは、長寿表彰は渋谷さん
が一番でした。
　渋谷さんは毎晩酒を飲まれます。奥さんが元気で
いられる頃の事です。ストップがかかります。そし
て酒ビンを隠されるそうです。奥さんが席をはずさ
れますと、隠し場所から酒ビンを出してまた飲まれ

たそうです。「隠し場所が俺にわからん訳がないじゃ
ないか」とニコニコして嬉しそうでした。その一杯
が特別おいしかったと思います。
　3年前の事です。渋谷さんの会社と私の会社が同
じ税理事務所です。総会が月岡であり、同席をしま
した。総会が終了し、宴会が始まりました。後ろの
席に寒梅と八海山の用意がありますと知らされ、私
は2～ 3本ずつ持ってきました。
　この酒はうまいと渋谷さんは飲んでいられまし
た。それが無くなりましたので後ろの席に酒を取り
に行きましたら、あまり見た事のない名前の酒でし
た。前の酒はなくなっていました。あった酒を持っ
て飲み始めました。「前の酒とこの酒は大分違うね」
と言われました。私はある程度飲むと区別はあまり
つかなくなります。渋谷さんはすぐ区別がつかれた
んですね。
　宴会も終わり三条に帰りました。家の方が迎えに
来ていられました。車に乗るとすぐ“朱”へ行くよ
うにと言われ、“朱”に行きました。客がなく二人で
ゆっくりと二次会が出来ました。マイクをしっかり
握りきちっと立って、気持ちをいっぱいに込めて“船
頭小唄”を歌われました。一生懸命に歌っていられ
た姿を見て、渋谷さんの一面であったと思います。
この船頭小唄が好きでいられたようです。調べまし
たら野口雨情作詞、中山晋平作曲でした。
　常に謙虚で忍耐と寛容の精神を持っていられ、三
条クラブの最も立派なロータリアンであった方でし
た。私達の模範を常に示していられた方でした。
　財団でも2560地区のTOPクラスのメジャードナー
でいられた方です。なかなか出来ない事です。
　立派でいられた大先輩の思い出の一部です。
　　　　　　　　　　　　　　　　〇 “朱” 年配のメンバーのよく行く所

               　　　　　　衛藤泰男 会員
　　　　　　　　　渋谷さんとのお付き合いが本日
　　　　　　　　の卓話をされる皆様の中で一番短
　　　　　　　　かった衛藤です。
　　　　　　　　　新入会員として入会しました年
　　　　　　　　度の8か月程前に渋谷さんの卓話
　　　　　　　　が行われておりました。

　当時の週報を再度拝読しました。タイトルは「三
条花街の面影を偲ぶ」という、当クラブ22代会長の
広岡様が残された小冊子の発表でした。
　私は入会当初、渋谷さんは大変近付きがたい、遠
い存在の大先輩と感じておりました。入会から3年
程経過したころ、斎藤弘文さん、今は亡き熊倉先生
などにお誘いを受けて、飲み会後の二次会で本寺小
路へお供させて頂きました。渋谷さんとはその時初
めて会話が出来ました事を覚えています。
　その後、何度か機会がございましたが、熊倉先生
が亡くなってしまい、最後は2人で二次会に飲み歩き
出来る迄にお付き合いを発展させて頂いていました。
　ロータリーのお話も良く伺いましたが、特に週報
は三条印刷さん＝渋谷さんへ依存する所は大きく、
当クラブの週報は渋谷さんによって現行の流れが方
向付けされたのでは…と感じております。
　昨年はコロナウイルスの影響でそのような機会は
なかったのですが、最後にお逢いしたのは9月16日
の例会でした。その時も97歳にしてシャキッとした
お姿でした。
　先ほどのタイトル「三条の花街」が大好きだった
事は言う迄もありませんが、渋谷さんの思いは他に
もあったように感じています。
　これからもビジネスの流れや産業構造は変化を続け
るが、人間関係の大切さはいつの時代も変わらない。
ゆっくりくつろげて、人間同志腹を割って話せる時
間と空間をこの本寺小路は提供し続けてほしい…
渋谷さんはそのような情熱を抱きつつ去って行かれ
たのではないでしょうか。
　そう思い浮かべながら最後に今一度、渋谷さんご
指導ありがとうございましたと申し上げまして、卓
話を終わります。ありがとうございました。

４月2日　「渋谷健一会員お別れの会」

会長挨拶
「京都府」

　　　　　　　　　野崎喜一郎 会長
　相変わらずコロナ感染者が減らないの
で今回も変則的な例会となることを、皆
様にお詫びいたします。
　15年ほど前、大学ヨット部OB会が京都
市で開催されました。京都駅に各自集合
です。駅から清水寺に向かいました。一
年坂（一捻坂）二年坂（二寧坂）三年坂（三

寧坂）をゆっくりと歩きながら両側の土産物店を冷やかし
ながら清水寺に到着しました。この坂道は豊臣秀吉の正室
「ねね」が安産を祈願して清水寺にお参りした道だと言われ
ています。清水の舞台を見学した後、今日泊まる宿に行きま
した。宿は「佐明邸」と言う東山区のど真ん中にある棟貸し
の木造一軒家でした。1階に1室、2階に3室の和室がありまし
た。ヨット部のOB会ですので、ちょっとした合宿所の雰囲
気でした。和気あいあいと軽くアルコールを腹に入れて京都
市内散策に出掛けました。最初に向かったのは高台寺。この
寺は秀吉が正室の「ねね」を供養するための寺です。ライト
アップされてすばらしい雰囲気でした。ここまで歩いて5
分。次に宴会場の割烹「菊乃井」まで歩いていきました。こ

れも5分くらいです。この「菊乃井」は最近ミシュ
ランガイドで三ツ星をもらった料亭です。宴会終了
後、八坂神社に繰り出しました。大きな枝垂れ桜が
満開でここもライトアップされていました。八坂神
社の中をワイワイと話をしながら通り抜けて河原町
の中心部に着きました。15分くらい歩いたでしょう
か。幹事を引き受けてくれた先輩の行きつけのス
ナックで12時頃まで飲み、宿に歩いて帰ってきまし
た。京都市内は全てが観光地ですが、全て歩いて観
光したのは初めてで、このような宿がある事に驚き
ました。宿に帰って1階の大きな食堂で持ちこんだ
酒で3次会、適当に風呂に入り、適当に部屋で寝て
朝起きるともう酒を飲んでいる人が居ました。順番
に朝酒に参加する人が増えてきました。今振り返る
ととても印象に残っている旅行でした。気心の知れ
た仲間とこのような企画をするのも面白いかと思い
ました。この年になると体力的にとても出来ません
が。

幹事報告
　　　　　　　　　　　　　　　　渡辺良一 幹事

◎次週 21日（水）はクラブ休会です。お間違えのない
ようお願いいたします。

◎4月28日（水）の例会は12時開会点鐘です。

ニコニコBOX
三条印刷㈱　代表取締役  渋谷政道様
　生前 故人が大変お世話になりました。感謝申し
上げます。

野崎喜一郎会長
　4月2日の渋谷会員を送る会に大勢参列していただ
きありがとうございました。

石橋育於さん
　久しぶりの例会出席です。これからもよろしくお
願いします。

渡辺良一さん
　渋谷健一さんの思い出。60周年誌作成の際、私の
全ての不安を受け入れて下さったこと。折々の
際、お褒め頂いたこと。渋谷さんこそが私の思う
ロータリアンです。

五十嵐晋三さん
　渋谷さんの思い出を話させていただきます。
渡辺勝利さん
　渋谷健一会員を偲んでの卓話、よろしく。
衛藤泰男さん
　卓話を務めさせていただきます。よろしくお願い
します。

梨本次郎さん
　昨日は妻の誕生日でした。
　人間ドックも異常なし。今日も元気に頑張りま
す！

野水靖之さん
　今週もニコニコ頑張ります！！
中村和彦さん
　先週久しぶりに弥彦山へ登山に行って来ました。
カタクリの花が咲いていました。

菊池　渉さん
　久々の例会が渋谷さんの追悼例会とは…。
　早く、正常な日々がもどりますように。
吉井直樹さん
　渋谷さんには入会以来、こと有るごとに声をかけ
ていただき、御指導をいただきました。感謝を込
めて。

長谷川正実さん
　暑い日、寒い日がありますが、体調に気をつけま
しょう。

金子俊郎さん
　渋谷さんのご冥福をお祈りいたします。
荻根澤隆雄さん
　本日は故 渋谷会員を偲んでの例会、渋谷健一様の
思い出話楽しみです。

若槻八十彦さん
　寒暖差が大きいので体調をくずさないよう気をつ
けましょう。

斎藤弘文さん
　渋谷さん、大変ありがとうございました。
小林吾郎さん
　渋谷さん、大変ありがとうございました。
伊藤寛一さん
　凛としたお姿を思い出します。
中條克俊さん
　渋谷さん、今日はお越し頂きありがとうございます。
明田川賢一さん
　渋谷三条印刷社長、本日はありがとうございます。
早川滝徳さん
　よろしくお願いします。
小林卓哉さん
本日もよろしくお願い致します。

中村信一さん、　 小越憲泰さん、　 丸山行彦さん、
歸山　肇さん、　 落合孝夫さん、　 五十嵐博宣さん、
松永隆夫さん、　 柳取崇之さん、　 関　義実さん、
杉山幸英さん、　 山田富義さん、　 安達俊明さん、
松永一義さん、　 小出子恵出さん、 船越良則さん、
近藤雄介さん
　渋谷健一会員を偲んで

　　　　　　　　4月1 4日分　￥      50,000
　　　　　　　　今 年 度 累 計　￥ 1,112,000
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　　次々週例会　 5月12日　　　「会員卓話」

　　次 週 例 会　 5 月 5 日　　　休会（こどもの日）

月の行事予定55

憲法記念日 みどりの日 こどもの日

日 月 火 水 木 金 土

1 1

24 28 292625 2723
◆三条南RC
　「地区研修・
　　　協議会報告」
　　平松修之
　　　会長エレクト

3130
◆三条南RC
　「創立記念例会」
　　銅冶康之 会長

◆三条北RC
　「家庭会合報告会」
　　石川一昭
　　　会長エレクト

◆三条RC
　「地区研修・
　　　協議会報告」
　　歸山　肇
　　　会長エレクト

◆三条東RC
　「地区研修・
　　　協議会報告」

17 21 221918 2016
◆三条南RC
　「会員卓話」

◆三条北RC
　「青少年奉仕月間」

◆三条RC
　「会員卓話」
　寒河江勝俊 会員

◆三条東RC
　「会員卓話」
　名古屋孝徳 会員

14 151211 13109
◆三条南RC
　「第一例会」

◆三条北RC
　「職場紹介」
　　吉田文彦 会員

◆三条RC
　「会員卓話」

◆三条東RC
　「ZOOM講習会」

7 83 4 5 62
◆三条南RC
　休会

◆三条北RC
　休会

◆三条RC
　休会

◆三条東RC
　「会員卓話」
　　玉木　敏 会員

※近隣RC例会変更のお知らせ！（記帳できます）
　● 加茂RC 5月 13日（木） 夜例会　　　　　　 加茂市産業センター

記帳場所

三条ロータリークラブ例会日

会長挨拶
「京都府」

　　　　　　　　　野崎喜一郎 会長
　相変わらずコロナ感染者が減らないの
で今回も変則的な例会となることを、皆
様にお詫びいたします。
　15年ほど前、大学ヨット部OB会が京都
市で開催されました。京都駅に各自集合
です。駅から清水寺に向かいました。一
年坂（一捻坂）二年坂（二寧坂）三年坂（三

寧坂）をゆっくりと歩きながら両側の土産物店を冷やかし
ながら清水寺に到着しました。この坂道は豊臣秀吉の正室
「ねね」が安産を祈願して清水寺にお参りした道だと言われ
ています。清水の舞台を見学した後、今日泊まる宿に行きま
した。宿は「佐明邸」と言う東山区のど真ん中にある棟貸し
の木造一軒家でした。1階に1室、2階に3室の和室がありまし
た。ヨット部のOB会ですので、ちょっとした合宿所の雰囲
気でした。和気あいあいと軽くアルコールを腹に入れて京都
市内散策に出掛けました。最初に向かったのは高台寺。この
寺は秀吉が正室の「ねね」を供養するための寺です。ライト
アップされてすばらしい雰囲気でした。ここまで歩いて5
分。次に宴会場の割烹「菊乃井」まで歩いていきました。こ

れも5分くらいです。この「菊乃井」は最近ミシュ
ランガイドで三ツ星をもらった料亭です。宴会終了
後、八坂神社に繰り出しました。大きな枝垂れ桜が
満開でここもライトアップされていました。八坂神
社の中をワイワイと話をしながら通り抜けて河原町
の中心部に着きました。15分くらい歩いたでしょう
か。幹事を引き受けてくれた先輩の行きつけのス
ナックで12時頃まで飲み、宿に歩いて帰ってきまし
た。京都市内は全てが観光地ですが、全て歩いて観
光したのは初めてで、このような宿がある事に驚き
ました。宿に帰って1階の大きな食堂で持ちこんだ
酒で3次会、適当に風呂に入り、適当に部屋で寝て
朝起きるともう酒を飲んでいる人が居ました。順番
に朝酒に参加する人が増えてきました。今振り返る
ととても印象に残っている旅行でした。気心の知れ
た仲間とこのような企画をするのも面白いかと思い
ました。この年になると体力的にとても出来ません
が。

幹事報告
　　　　　　　　　　　　　　　　渡辺良一 幹事

◎次週 21日（水）はクラブ休会です。お間違えのない
ようお願いいたします。

◎4月28日（水）の例会は12時開会点鐘です。

ニコニコBOX
三条印刷㈱　代表取締役  渋谷政道様
　生前 故人が大変お世話になりました。感謝申し
上げます。

野崎喜一郎会長
　4月2日の渋谷会員を送る会に大勢参列していただ
きありがとうございました。

石橋育於さん
　久しぶりの例会出席です。これからもよろしくお
願いします。

渡辺良一さん
　渋谷健一さんの思い出。60周年誌作成の際、私の
全ての不安を受け入れて下さったこと。折々の
際、お褒め頂いたこと。渋谷さんこそが私の思う
ロータリアンです。

五十嵐晋三さん
　渋谷さんの思い出を話させていただきます。
渡辺勝利さん
　渋谷健一会員を偲んでの卓話、よろしく。
衛藤泰男さん
　卓話を務めさせていただきます。よろしくお願い
します。

梨本次郎さん
　昨日は妻の誕生日でした。
　人間ドックも異常なし。今日も元気に頑張りま
す！

野水靖之さん
　今週もニコニコ頑張ります！！
中村和彦さん
　先週久しぶりに弥彦山へ登山に行って来ました。
カタクリの花が咲いていました。

菊池　渉さん
　久々の例会が渋谷さんの追悼例会とは…。
　早く、正常な日々がもどりますように。
吉井直樹さん
　渋谷さんには入会以来、こと有るごとに声をかけ
ていただき、御指導をいただきました。感謝を込
めて。

長谷川正実さん
　暑い日、寒い日がありますが、体調に気をつけま
しょう。

金子俊郎さん
　渋谷さんのご冥福をお祈りいたします。
荻根澤隆雄さん
　本日は故 渋谷会員を偲んでの例会、渋谷健一様の
思い出話楽しみです。

若槻八十彦さん
　寒暖差が大きいので体調をくずさないよう気をつ
けましょう。

斎藤弘文さん
　渋谷さん、大変ありがとうございました。
小林吾郎さん
　渋谷さん、大変ありがとうございました。
伊藤寛一さん
　凛としたお姿を思い出します。
中條克俊さん
　渋谷さん、今日はお越し頂きありがとうございます。
明田川賢一さん
　渋谷三条印刷社長、本日はありがとうございます。
早川滝徳さん
　よろしくお願いします。
小林卓哉さん
本日もよろしくお願い致します。

中村信一さん、　 小越憲泰さん、　 丸山行彦さん、
歸山　肇さん、　 落合孝夫さん、　 五十嵐博宣さん、
松永隆夫さん、　 柳取崇之さん、　 関　義実さん、
杉山幸英さん、　 山田富義さん、　 安達俊明さん、
松永一義さん、　 小出子恵出さん、 船越良則さん、
近藤雄介さん
　渋谷健一会員を偲んで

　　　　　　　　4月1 4日分　￥      50,000
　　　　　　　　今 年 度 累 計　￥ 1,112,000


